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北海道全共まで 

580 日 

➢ 新年を迎えて  ～広島牛振興協議会 会長 安藤 重孝～ 

北海道全共マスコットキャラクター 
「和ぎゅリー」  承認番号４ 

 謹んで新年のご挨拶を申しあげます。 

当協議会の皆様方には、ご健勝で新年をお迎えの事と、心よりお喜び申しあげます。 

昨年を振り返りますと、全国的に記録的な猛暑となり、気候変動の影響を一層強く実感する一年となり、改

めて、自然の脅威と向き合う事で、食と農を支える責任の重さを痛感した一年でもありました。また、世界的

には、人口増加や地政学的リスクが高まっており、食料・エネルギーを巡る供給網の不安が続いております。

このような中、昨年１月に２期目の就任となったアメリカのトランプ大統領による相互関税の発動や、国会答

弁に端を発した「台湾有事」の発言による、日中関係の悪化など、我が国経済の先行きに暗い影を落とす結果

となりました。 

一方で、「大阪・関西万博」が 20 年ぶりに開催され、「建設」「観光」「消費」面での経済効果も大きく、そ 

の経済波及効果は 3.6 兆円、運営収支も最大で 370 億円の黒字になると発表されております。また、円安の追い風もあり、訪日外国人

は昨年１年間で約 4,270 万人と過去最高を記録し、4,000 万人を初めて突破しております。これらの影響もあり、国内の実質賃金もわ

ずかながら上昇傾向を示すなど、国内景気は緩やかな回復基調で推移した一年でもありました。 

さらに、昨年 10 月には我が国憲政史上初の女性総理である高市政権が誕生し、当県におきましても横田美香氏が中国地方では女性

初となる県知事に就任され、16 年振りの新知事誕生となりました。まさに女性活躍時代の到来を象徴する出来事であり、今後、当県

農政にとって大きなプラス要因となるものと期待しております。 

こうした情勢の中、農業分野では、一昨年に改正された「食料・農業・農村基本法」の理念のもと、食料安全保障の確保を柱に、生

産性向上、昨年６月に施行された「食料システム法」に基づく「適正な価格形成」や環境負荷低減、そして農村の維持・振興に向けた

施策が本格的に動き出しております。また、昨年策定された新たな「食料・農業・農村基本計画」では、計画達成に向け、引き続き十

分な予算確保と現場の実態を踏まえた施策の具体化が不可欠であり、特に今後５年間は、構造転換を中心とした実践が求められる中、

「水田の大区画化」や「スマート農業技術の導入」および「輸出促進」といった方向性が示されております。 

畜産業界においては、繁殖雌牛の減少により、子牛の出荷頭数も減少しており、子牛市場価格も回復基調にありますが、枝肉価格に

ついては前年をやや上回る水準で推移するに留まっております。こうした中、依然として飼料価格、生産資材価格の高止まりは続いて

おり、大変厳しい経営環境にあるものと推察しております。 

当協議会といたしましても、広島和牛の振興を推し進めるため、引き続き各種支援事業や ICT 機器の導入による生産性の向上を通

じ、広島和牛の価値向上と生産振興に資する取り組みを前進させてまいりたいと考えておりますので、本年も旧年に倍する御指導と御

協力を賜りますようお願いを申しあげるとともに、皆様のご健勝と益々のご発展をお祈り申しあげ、新年のご挨拶といたします。 

会長 安藤 重孝 

➢ 第９回和牛甲子園が開催されました！ 

 令和８年１月 15 日（木）〜16 日（金）、品川グランドホール及び東京都中央卸売市場食肉市場（東京

都港区）にて、ＪＡ全農主催の「第９回和牛甲子園」が開催されました。この催しは、北は北海道、南

は鹿児島まで、全国の農業高校から和牛を飼育する「高校牛児」たちが一堂に集い、和牛の飼養管理の

工夫や枝肉の仕上がりを競うもので、今大会は、過去最多となる 43 校、65 頭がエントリーし、広島県

からは西条農業高等学校（東広島市鏡山）と庄原実業高等学校（庄原市西本町）の２校が昨年に引き続

いて参加しました。  

取組評価部門では、西条農業高校が「広島和牛で繋ぐ地域のＷＡ！～一丸となって目指せ最高峰～」、

庄原実業高校が「プロジェクト赤身 ～逆転の発想～」のタイトルで取組の発表を行いました。この結果、

西条農業高校が取組評価部門で最優秀賞に輝きました。審査委員長を務めた、東京農業大学の多田耕太

郎教授は、審査講評として「１度の実験で終わらず、条件を変えて再度調査した点は重要。また、話し

方やスライドの情報量等、聴衆に伝えることを意識した発表の姿勢は、他の審査員からも評価が高かった。広島ブランドの確立を目指し、

地域一丸で取り組んでいくという思いを感じたことも受賞につながった。」と話されました。西条農業高校の生徒さんは、受賞インタビュ

ーの中で「昨年の優良賞を上回ることを目指してやってきたので嬉しい。スライドの文字量を減らし、目で見てわかりやすくすることを

心がけた。自分たちの代で取り組み切れなかった部分は、後輩にしっかり引き継ぎたい。」とコメントされ、来年以降に向けてさらなる発

展が期待できそうです。 

また、枝肉評価部門では、西条農業高校が「我ら西農、込めた愛情 ～モォ～っと旨味ギュウギュウ～（神竜泰峰号、福丸号）」、庄原実

業高校は「十人十色 未来を彩るプロジェクト！（碧号）」のキャッチフレーズで枝肉を出品し、広島和牛や比婆牛の魅力を全国にアピー

ルしてくれました。 

両校で出品に携わった生徒、先生、関係者の皆様、大変お疲れ様でした！今後も、広島の「高校牛児」たちの活動から目が離せません！ 

（写真）表彰式を終えた西条農業高

校の皆さん。笑顔がまぶしいです！ 
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次号は、 

令和８年３月６日発行予定！ 右の QR コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能です。 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム、フェイスブックで広島和牛の話題を世界に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

広島和牛 NEWSはWeb でも閲覧できます！！⇒「広島和牛 NEWS」で検索！ 

右の QR コードからご覧いただけ 

ます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準ｶﾒﾗｱ

ﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能で

す！ 

 
★ 飼養者の皆さまへ ★  ～飼料の適正使用について～ 

安全な畜産物を生産するためには、飼料や飼料添加物を正しく給与することが大切です。 

ＢＳＥの発生を防止するため、牛やめん羊などに給与できる飼料や飼料原料は、「Ａ飼料」「反すう動物用飼料専用」又は「牛用飼料

専用」などの表示がされています。 

 

○ 牛やめん羊などへは、Ａ飼料以外のものを給与しないでください。 

○ Ａ飼料は、専用の容器を用いるか、専用の場所に保管しましょう。 

○ Ａ飼料を運ぶ台車や給与するときに用いるスコップなどは、専用化しましょう。 

○ 購入する飼料がＡ飼料として取り扱われているものであることを、表示や伝票等で確認しましょう。 

○ 豚・鶏・犬猫など、反すう動物以外の動物を飼っている場合は、その動物のエサがＡ飼料に混入しないように注意しましょう。 

 
★ おしらせ ★ 広島県畜産共進会 枝肉の部の審査項目が変更になります！ 

令和６年度（第 100 回）及び令和７年度（第 101 回）の畜産共進会審査要領に記載しておりましたとおり、 

令和８年度（第 102 回）広島県畜産共進会から、 

枝肉の審査項目について、従来どおりの肉質及び肉量に、ＭＵＦＡ値を加えたものになる予定です。 

 

◆家畜伝染病予防法に基づき、「定期報告書」を最寄りの畜産事務所に提出してください。 

◆提出期限は、毎年４月１５日となっています。 

◆提出書類は、毎年２月１日時点の家畜の飼養状況・衛生管理基準のチェック表・農場平面図等です。 

様式は、広島県ホームページからダウンロードが可能です。 

広島県ホームページで「家畜伝染病予防法に基づく定期報告について」で検索してください。 

◆提出は、郵送、ファクシミリまたは電子メールでお願いします。 

今年度からは、農林水産省共通申請サービス（eMAFF）での電子申請も可能となりましたのでご活用ください。 

 

              電話番号／ＦＡＸ                   管 轄 

 西部畜産事務所  (082)423-2441／(082)424-1826  広島市、竹原市、東広島市、安芸高田市、呉市、廿日市市、江田島市、 

大竹市、安芸郡、山県郡、豊田郡 

 東部畜産事務所  (084)921-1311／(084)921-1229  三原市、尾道市、福山市、府中市、世羅郡、神石郡 

 北部畜産事務所  (0824)72-2015／(0824)72-7334  三次市、庄原市 

☆詳しくは、広島県ホームページにて「飼養衛生管理基準」で検索または管轄の畜産事務所にお問い合わせください。 

★ 家畜を飼養・管理している皆様へ  ★   広島県からのお知らせ 

➢ 広島牛特産化促進対策協議会せり会の初せりが行われました！ 

令和８年１月６日（火）、広島市中央卸売市場食肉市場（広島市西区）にて、広島牛特産化促進対策協議会の初せりが開催されました。 

上場頭数は、去勢２頭、雌６頭の計８頭で、出荷牛の成績については、次のとおりです。枝肉平均価格は、昨年初せりの 2,393 円から

165 円値下がりしました。 

➣ Ａ-５ ６頭、Ａ-４ ２頭、  上物率（４等級以上の割合）100％    

➣ 枝肉平均単価 2,228 円／kg 

➣ 枝肉重量（去勢）404.5kg、（雌）429.8kg  ロース芯面積 68.4cm2  バラ厚 7.2cm  BMS No. 9.8 （いずれも平均値） 

➢ 県種雄牛「勝山桜」「立橋５８」が改良推奨牛に選定されました 

 農林水産省及び（独）家畜改良センターからなる肉用牛改良専門委員会によって、「勝山桜」と「立橋５８」が改良推奨牛に選定され

ました。改良推奨牛とは、我が国の肉用牛の改良上、活用することが望まれる牛のことで、その中で他県から精液の利用希望があった

ものについては、共同利用種雄牛として取扱われます。とくに「勝山桜」は、県の基幹種雄牛でもありますので、繁殖経営体の皆様に

おかれましては、積極的に御利用いただきますよう、お願いします。 


